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奈 良

こ 

１ 区 
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今
年
は
真
っ
向
対
決
の
年
で
す 

 

 

馬
場 

淳 

奈
良
１
区
市
民
連
合 

共
同
代
表 

歯
科
医
師 

不
安
の
募
る
年
が
明
け
、
さ
ら
に
大
変
な

年
を
迎
え
ま
し
た
。
い
ま
日
本
の
最
大
の
脅

威
は
、
政
府
が
憲
法
９
条
を
蔑
ろ
に
し
、
専
守

防
衛
を
投
げ
捨
て
、
敵
基
地
先
制
攻
撃
ま
で

目
論
む
こ
と
で
す
。
発
射
さ
れ
る
前
に
破
壊

す
る
し
か
な
い
と
い
う
、
際
限
な
い
泥
沼
に
足

を
踏
み
入
れ
、
日
本
国
民
を
脅
か
し
ま
す
。
米

国
を
守
る
た
め
に
日
本
が
危
険
と
金
を
背
負

い
こ
ま
さ
れ
る
の
で
す
。
い
ま
国
民
に
と
っ
て

の
最
善
は
、
外
交
努
力
と
先
制
攻
撃
し
な
い

こ
と
、
専
守
防
衛
を
明
言
す
る
こ
と
に
尽
き

ま
す
。憲
法
９
条
そ
の
も
の
で
す
。 

第
８
波
に
な
っ
た
コ
ロ
ナ
感
染
は
最
悪
の
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
死
亡
者
数
が
過
去
最
大

を
更
新
し
、
感
染
者
数
は
未
曾
有
の
状
況
に

突
入
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
い
ま
国
民
に
襲
い

か
か
っ
て
い
る
の
は
、
物
価
高
、
賃
金
伸
び
悩

み
な
ど
に
よ
る
生
活
苦
、
医
療
、
介
護
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
負
担
増
な
ど
で
す
。
医

療
、
介
護
、
保
育
、
教
育
な
ど
を
は
じ
め
、
安

心
・
安
全
を
担
保
す
る
た
め
公
的
に
支
え
ら

れ
て
き
た
も
の
が
、
地
域
の
所
得
に
な
り
、
地

域
経
済
を
回
し
て
き
た
こ
と
は
国
民
に
と
っ

て
何
ら
不
都
合
の
な
い
こ
と
で
す
。そ
れ
ら
が

あ
く
な
き
営
利
の
対
象
に
振
り
替
え
ら
れ
、

巨
大
企
業
と
そ
の
系
列
の
利
潤
競
争
の
渦
に

投
げ
込
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
市
場
原
理
主

義
で
す
。 

も
っ
と
悪
い
の
は
日
銀
の
後
始
末
。財
政
規

律
を
投
げ
捨
て
際
限
な
く
発
行
し
て
き
た
国

債
の
ツ
ケ
は
結
局
国
民
に
襲
い
か
か
っ
て
き
ま

す
。
待
っ
て
い
る
の
は
消
費
税
引
き
上
げ
で

す
。
そ
の
消
費
税
は
法
人
税
引
き
下
げ
の
足

ら
ず
を
補
う
形
で
導
入
さ
れ
、
大
企
業
の
利

益
を
、
庶
民
の
財
布
で
穴
埋
め
し
て
き
て
き

ま
し
た
。
消
費
税
導
入
後
直
後
の
一
般
会
計

収
入
に
占
め
る
消
費
税
は
４
・
６
兆
円
、
法
人

税
は
１
８
・
４
兆
円
。
そ
れ
が
昨
年
で
は
４
・
６

兆
円
の
消
費
税
が
２
１
・
５
兆
円
に
激
増
、
１

８
・
４
兆
円
の
法
人
税
は
１
３
・
３
兆
円
に
激

減
し
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化
を
見
れ
ば
政
権

が
だ
れ
の
た
め
の
政
治
を
行
っ
て
い
る
か
明

確
で
す
。 

国
民
の
不
満
、
困
難
、
難
儀
の
時
代
、
如
何

に
矜
持
を
失
っ
た
政
権
、
政
治
勢
力
で
あ
ろ

う
と
、
さ
す
が
に
選
挙
は
恐
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
統
一
教
会
問
題
は
そ
れ
を
如
術
に
示
し

て
い
ま
す
。
草
の
根
か
ら
の
選
挙
運
動
を
つ
う

じ
て
国
民
の
声
を
聞
き
、
政
治
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
が
今
ほ
ど
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

時
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
年
は
春
の
統
一
地
方
選
挙
に
加
え
、
総

選
挙
も
取
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
連
合

が
総
力
を
挙
げ
て
頑
張
る
真
っ
向
対
決
の
年

で
す
。 

 奈
良
１
区
市
民
連
合
に
結
集
す
る
皆
さ
ん
へ
の
年
頭
の
挨
拶  

 

「
戦
争
あ
か
ん 

増
税
や
め
ろ
」
の
声
を
奈
良
か

ら
今
こ
そ
上
げ
よ
う
と
、
緊
急
に
県
民
集
会
＆
デ
モ

が
２
月
４
日
午
後
２
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
（
会
場
は

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
東
口
広
場
）
。
市
民
連
合
中
南
和
共
同

代
表
の
浅
川
肇
さ
ん
な
ど
の
呼
び
か
け
で
実
行
委

員
会
が
発
足
。積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 
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１１

月
２６

日
、
第
１７

回
タ
ウ
ン

ト
ー
ク
を
近
鉄
西
大
寺
駅
の
北
側

交
差
点
と
駅
２
階
コ
ン
コ
ー
ス
で
行

い
ま
し
た
。 

西
ノ
京
、
学
園
前
、
あ
や
め
池
、
西

大
寺
地
域
な
ど
か
ら
、
初
め
て
の
方

の
参
加
も
含
め
て
総
勢
３０

人
を
超

え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

北
交
差
点
で
は
、
木
村
宥
子
共
同

代
表
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
老
朽
原
発

再
稼
働
反
対
（
溝
川
悠
介
さ
ん
）
、

水
道
問
題
（
西
本
守
直
さ
ん
）
、
な

か
に
し
礼
さ
ん
の
詩
の
朗
読
と
共
に

平
和
へ
の
訴
え
（
中
村
千
代
子
さ

ん
）
の
あ
と
、
井
上
靖
章
さ
ん
が
終

わ
り
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

 

バ
ス
を
待
つ
人
、
道
行
く
人
に
も
訴

え
が
届
い
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
コ
ン
コ

ー
ス
で
は
、
１
区
市
民
連
合
の
紹
介
、

「
緊
急
事
態
条
項
は
問
題
で
す
」
、

「
県
域
水
道
一
体
化
に
奈
良
市
不
参

加
の
報
告
」
の
３
種
類
の
チ
ラ
シ
、
約

２
０
０
枚
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

今
回
は
、
「
武
力
で
平
和
が
作
れ
る

な
ら
・
・
・
世
界
は
と
っ
く
に
平
和
で

す
」
「
岸
田
政
権
の
進
め
る
大
軍
拡
、

大
増
税―

再
び
若
者
は
戦
場
へ
」
な
ど

手
作
り
の
大
き
な
横
断
幕
や
プ
ラ
ス

タ
ー
が
１０

枚
も
加
わ
り
、
豪
華
な
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。 

総
勢
30
人
を
超
え
る
参
加
で
訴
え
と
宣
伝 

西
ノ
京
、
学
園
前
、
あ
や
め
池
、
西
大
寺
な
ど
か
ら 

大軍拡・大増税ストップを 

晴天に恵まれた１月９日、１区市民

連合は奈良コンベンションセンターで

成人の日宣伝行動を行いました。 

新たに作成された「私たちが主権者 

私たちが政治の主人公」のメッセージ

と女性の顔が大きく描かれた大きなメ

ッセージボードと、同じくメッセージ入り

のティッシュと共に「９条守ろう」の小さ

な手のひらサイズのチラシ約３００枚を   

配布しました。 

中にはボードをじっと見つめる人、

「いいものもらった」と嬉しい反応を示

す人もいました。２０歳の若者たちが希

望の持てる未来の実現を願いながら、

１０人が参加しました。 

 
▲１月９日の成人の日宣伝に参加されたみなさん ▲１１月２６日、30人を超える参加で第１７回タウントークを行いました。 

若者たちが 
希望の持てる未来を  

成人の日宣伝 
 

１２月２３日、地域にお住いの会員の井内美郎

さんを講師に「地球温暖化と私たち」のテーマで

学習交流を行い、１１人が参加。初めて参加され

た方もいました。 

井内さんは１９４９年生まれ。京都大学を卒業、

通産省に勤務後、東北大学、愛媛大学、早稲田

大学で教鞭。３年前に奈良に転居。奈良１区市民

連合のタウントークにも度々参加されています。 

「地球温暖化と私たち」の学習では学生さん対

象に作られたパワーポイント用の資料で解説。 

世界各地で異常気象が報告。海水面の上昇、

伝染病の拡大、農業などあらゆるところで影響、

政治課題になっている。温暖化の加速で地球シス

テムが変わりつつあり１００年後の地球は危ない。 

家庭からの二酸化炭素排出量の３割が電気・家

電製品、２割が自動車。何ができるかが問われる時

代。重要な人類の課題にどう対応していくのか・・・。 

紀寺・飛鳥地域交流会は月に１回の割合で開

催。市民連合の活動について意見交流、地域の方

のミニ講座などに加えて「県域水道一体化」のチラ

シ配布や署名活動が行われました。 

次回は、２月１７日（金）１時半から飛鳥公民館で

諸富弁護士を囲んで「安保関連３文書の改訂」の

本質を学び、交流します。 

 

 

《紀寺・飛鳥地域交流会》12/23井内さんを講師に地球温暖化問題で学習会 
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閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
佐

川
愛
子
共
同
代
表
は
、
「
県
域
水

道
一
体
化
の
問
題
で
は
、
市
民
が

学
習
を
重
ね
て
運
動
を
広
げ
、
一

体
化
へ
の
参
加
を
く
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
一
人
一
人
の
力
は

小
さ
い
け
れ
ど
、
集
ま
れ
ば
大
き

な
力
に
な
る
。
こ
の
危
険
な
情
勢

を
み
ん
な
の
力
で
食
い
止
め
よ

う
」
と
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。 

「
再
び
若
者
を
戦
場
に
送
ら
な

い
」
の
横
断
幕
も
目
を
引
き
、軍
拡

に
ひ
た
走
る
岸
田
内
閣
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
市
民
の
反
応
も
あ

り
、
４
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

★次回のタウントーク★ ２月２５日（土）１１時～１２時（近鉄奈良駅前予定） 

１２

月
２４

日
、
近
鉄
学
園
前
駅

北
口
で
第

18

回
タ
ウ
ン
ト
ー
ク

を
行
い
、
２２

人
が
参
加
し
ま
し

た
。 岸

田
政
権
が
閣
議
決
定
し
た

安
保
３
文
書
は
、
戦
後
の
安
保
政

策
を
大
転
換
し
、
空
前
の
軍
拡
と

「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
を
推
し
進

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

こ
う
し
た
極
め
て
危
険
な
情
勢

の
も
と
、
こ
の
日
の
タ
ウ
ン
ト
ー
ク

で
は
、
「
戦
争
で
は
な
く
平
和
の
準

備
を
し
よ
う
」
「
戦
争
は
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
「
軍
事
費
倍
増
さ
せ

る
よ
り
も
教
育
、
医
療
、
福
祉
の

充
実
を
」
な
ど
７
人
の
方
か
ら
熱

い
思
い
の
訴
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

再び若者を戦場に送るな 

安
保
３
文
書
の
危
険
性
を
知
ら
せ
よ
う 

学
園
前
駅
北
口
で
４
０
０
枚
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た 

 
▲１２月２４日の第１８回タウントークでは 400枚のチラシを配布しました。 

メッセージボードが好評でした。 

《メッセージボードの言葉》 

私たちが主権者  

私たちが政治の主人公 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

受
け
取
り
も
よ
か
っ
た
で
す
。 

●高の原地域交流会 

《日時》 １月１６日（月）１時半から３時半      

《会場》  高の原駅前団地集会所 

●西大寺・あやめ池・学園前地域交流会 

《日時》 １月２０日（金）１時から３時      

《会場》 西部公民館 

●富雄・帝塚山地域交流会 

諸富健弁護士を囲んで学習会 

《日時》 １月２６日（木）１時半～ 

《会場》 富雄公民館  図書室 

●佐保・若草地域交流会 

 

《日時》 ２月７日（火）１０時〜１２時 

《会場》 中部公民館 

●あいあいおしゃべり会（菅野台） 

「中村哲治さんと一緒に財政について考える」 

《日時》 ２月１０日（金）１時半から３時半  

●紀寺・飛鳥・都南・東九条地域交流会 

諸富健弁護士を囲んで学習会 

《日時》 ２月１７日（金）１時半から３時半  

《会場》 飛鳥公民館 和室 

●どんぐりの会・高の原地域交流会 

諸富健弁護士を囲んで学んで 

《日時》 ２月２４日（金）１時半から３時半   

《会場》 高の原駅前団地集会所 

                   

 
《奈良 1区市民連合》 

地域交流会のお知らせ 
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●《奈良県憲法共同センター主催》  憲法学習会 

《日時》 ２月１６日（木）１８:00～２０:00   

《会場》 文化会館ＡＢ室＋オンライン 

《講演テーマ》「緊急事態条項の問題点」 

◆講師：佐藤真理弁護士  
 
●３．１１原発ゼロ・被災者支援奈良のつどい 

《日時》 ３月１１日（土） 12:30～14:45    

《場所》 ＪＲ奈良駅前広場 

《講演》 「原発推進はおろかであまりに危険～3 月１１日に

福島と広島・長崎をつなげて考える～」   

◆講師：守田敏也氏（ジャーナリスト） 

＊リレートーク終了後パレード 

 

  奈良１区市民連合 

 活動交流会 
 
岸田政権の「安保３文書」の閣議決定を許さず、

戦争ではなく平和の準備をする社会への 

転換をめざしましょう！ 

奈良１区市民連合の活動交流会への参加を！ 
 

私たち１区市民連合は憲法破壊の暴挙に歯止めをかけるために、

今私たちに何ができるのかについて意見交換するとともに、日常の

活動についても交流し合いたいと思います。 

皆さんの積極的な参加をお願いします。 
 

《日時》 １月３１日（火） １時半～４時 

《場所》 生涯学習センター・学習室 1・2 
 

 
奈良市民連合・１区市民連合 

２区市民連合・市民連合中南和合同 
 

戦争させないための
3.4 市民連合 
学習決起集会 

 

～誰も殺さない、殺させないために
『戦争回避』の戦略を 

市民の立場から考える～ 
 

●講演  

中野晃一さん 

（上智大学教授） 

 

 

 

 
 
 

《日時》 

３月４日（土）２時～４時半 
 
《場所》王寺町地域交流センター 

5 階リーベルホール 
 

●立憲野党代表紹介（予定） 
 

《参加費》 500円 
 

オンライン視聴（500円）の申し込み 
nara1shiminrengo@gmail.com 

 

◆プロフィール◆ 

２０１５年の市民

連合結成時の発起

人の一人。市民と野

党の共闘を理論的

にも行動的にもリードし、大学で教鞭を

とる傍ら、全国を奔走。 

奈良１区市民連合が各政党に要請しました 
 

この間奈良１区市民連合は以下のような要請を行いました。 

◆来春の知事選について、野党共闘の立場で候補者の擁立を 

県内の立憲、共産、社民、新社会、れいわ、みどり奈良の各党に

要請。 

◆「馬淵澄夫衆議院議員国政報告会」開催を申し入れ。調整の

結果、２月５日（日）16:00に決定。会場などの詳細はMailニ

ュースなどでお知らせします。 

◆中央の市民連合が野党４党１会派に提出した１２項目の政策要

望書を改めて立憲民主党奈良県連、日本共産党奈良県委員会

等に提出。中央政党にも提出。 

◆中央の市民連合の「敵基地攻撃能力（反撃能力）の保有は許

されません」声明を受けて、奈良１区市民連合として声明を出

し、自民党と公明党には抗議文として、立憲民主党には市民連

合声明をベースにしたものを提出。 
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